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近世における山割に関する歴史地理的研究

一奈良盆地東北縁 の鉢石山の場合一

野 崎 清 孝*
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KiyotakaNOZAKI

(1973年9月28日 受 理)

は じ め に

近 世 の山 林 原 野 は秣 ・刈 敷 肥 料,さ らに は燃 料,屋 根 材 等 の供 給 源 と して 当時 の農 民 生 活

に と って 必 要 不 可 欠 の 存 在 で あ った.奈 良 盆 地 の平 地 農 村 で は大 和 高 原 ・金 剛 山 脈 等,周

縁 山 地 に数 か村 持 の入 会 山1》あ るい は 一 村 持 の 村 山 を それ ぞ れ の 集 落 や耕 地 か ら離 れ て 所

有 し,こ れ を村 落 共 同 の 採 取 地 と して 利 用 した.入 会 山 の起 源 に関 して は画 一 的 に論 ず る

こ と はで きな い が,古 島 敏 雄 は 中 世 末 か ら近 世 初 期 にか けて 耕 地 の拡 大 に と も な い,そ れ

まで 名 主 的 経 営 の も とに隷 属 して い た 下 人 層 の 本 百 姓 化 が進 行 し,名 主 の私 的所 持 の も と

に あ った 山 林 原 野 は 次 第 に 本 百 姓 に よ る共 同利 用 地 に変 質 した こ と を述 べ て い る2).入 会

山 は 原 初 的 には 入 会 数 か村 の 共 同 利 用 す な わ ち総 有 で あ って,こ の利 用 形 態 を法 学 上 は総

手 的 共 有 と呼 ん で い る.も と も と山 林 原 野 は 入 会 権 を有 す る数 か村 ま た は一 か村 全 体 の所

有 で あ り,生 活 空 間 の 中 で そ の構 成 要 素 と して の 役 割 を果 た して い た.今 日,奈 良 盆 地 周

縁 山 地 の 入 会 山 あ るい は 村 山 が 中 世 末 か ら近 世 初 頭 にか けて,い か な る形 態 を と って いた

か を 史料 の 上 か ら明 らか に す る こ とは 困 難 で あ る.奈 良 盆 地 は 乏 水 性 の 小 河 川 に潅 概 を依

存 しな け れ ば な らな か った地 域 の こ と とて,当 然 水 利 との 関 係 が 考 え られ る し,ま た 神 社

の 境域 で あ った 山 林原 野 が入 会 化 した もの も あ った よ うに 察 せ られ る.

この よ うな 総 有 的形 態 を と って きた入 会 山 も近 世 に 入 る と次 第 に 山 割 が 進 行 す る.原 田

敏 丸 に よ る と,羽 前 ・信 濃 ・越 後 ・越 前 ・近 江 ・描 津 ・播 磨 ・安 芸8か 国 にわ た るIh割75

例 の うち,慶 安 か ら元 禄 年 間(1648-1703)21例,宝 永 か ら宝 暦 年 間(1704-1763)21例,

明和 以 降(1764-)33例 が あ る と い う3).さ らに 氏 はit」割 制 度 の 発 生 原 因 と して 村 内各 戸

の相 続 維 持 な い し零 落 防止 の た め と村 中持 山 の 立毛 を保 護 育成 す るた め の2点 を あげ て い

る.奈 良 盆 地 周縁 山 地 に お け る入 会lh'の うち,す で に 山 割 の 年 代 が 明 らか な 例 に つ い て み

る と,穴 師 川 上流 の巻 向 山(桜 井 市)240町 が式 一ヒ郡 辻 ・太 田 ・・1,とノU・備 後 ・初 利4)・ 穴

師 ・東 田 ・大 豆 越 ・式 下 郡 檜 垣 の9村 にlll割 され た の が寛 文12年(1672)5),菩 提 山川.L一

流 の大 木 山(奈 良 市)60町 が 添 上郡 石 川 ・白土 ・蔵 之 庄 ・森 本 ・楢 ・中城 の 下郷6村 に 山

割 され た の が天 和2年(1682)6)で,前 例 に伍 して 時 代 と して は比 較 的早 い こと を物 語 って

い る7).巻 向 山 ・大 木 山 の 山 割 は い ず れ も村 別 割(大 分 ケ)と 同 時 に戸 別 割(小 分 ケ)を
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第1図 近 肚における奈良盆地 周縁 の入会山

入会林野を もつムラお よび飛地領域に林野を もつム ラ

図 中の番号は第1表 の番号 と一致す る.

領域に林野を もつムラ

領域に林野を もたな いムラ



番号 入 会 山

1 鎌 研 山

野崎:近 世における山割に関する歴史地理的研究

策1表 近世における奈良盆地周縁の入会山

2 高 円 山

面 積

(町)
100

142

io5

地籍(町村制施行時)入 会 権 を 有 す る

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

16

17

18

19

四 ケ 郷 山

鉢 石 山

大木山(下郷)

106

芝辻,油 阪

紀寺,京 終,肘 塚,
高畑

西九条

芝辻,油 阪

紀寺,京 終,肘 塚,高 畑

ラ

一

云

数
一フム

西九条,東 九条,杏,八 条

32麟 揖磯耕 出 南耕 北耕

60

243(上高
橋 山(下郷)郷 を含

む)

巻 向 山

三 輪 山

粟 原 山

耳 成 山

畝 傍 山

高 取 山

(吉野郡を除 く)

超 昇 寺 山

秋 篠 山

興 留 山

三 吉 山

万 歳 山

葛 城 山

米 山

240

23

150

15

42

395

66

107

105

24

63

86

160

石川

櫟本,岩 屋谷

辻

三輪

粟原

木原

吉 田,山 本,畝 傍,

洞,大 谷,慈 明寺

山陵,歌 姫

秋篠,中 山,押 熊

興留

三吉僻 辮)

竹内

山 口,平 岡,笛 吹,

梅 室,南 花 内,山 田,

_林 堂,忍 海,脇 田._

関屋

出屋敷,神 殿

石 川,白 土,中 城,森 本,蔵 之 庄,楢

櫟 本,横 田,北 柳 生,新 庄,櫟 枝,田 部,

別 所,喜 殿,上 総,小 田 中,指 柳

辻,太 田,草 川,備 後,初 利,穴 師,東

桧 垣田,大 豆越,

三 輪,箸 中,茅 原,金 屋,芝

粟 原,下 リ尾,忍 阪,赤 尾,外 山,粟 殿,桜

井, 河 西,谷,上 之 宮,川 合,新 堂,

大 福,西 之 宮

木原,山 之坊,
本,北 八木

常盤,石 原 田,新 賀,葛

吉 田,山 本,畝 傍,洞,大 谷,慈 明寺,寺
田,大 久 保,今 井,御 坊, 四 条,小 泉 堂

栢森,稲 淵,祝 戸,上 子 島,下 子 島,清 水
谷,上 土 佐,下 土 佐,観 覚 寺,木 殿 上 平

田,下 平 田,阿 部 山,大 根 田,栗 原,桧

前,御 園,森,佐 田,真 弓,地 之 窪,越,立 部
, 久 米

山陵,歌 姫,山 上,西 畑,超 昇 寺,常 福

寺,門 外

2

4

4

4

6

11

9

5

14

7

12

秋篠,中 山,押 熊

24

興留,阿 波,高 安,幸 前

大垣 内,赤 部,斉 音寺

竹 之 内,長 尾,木 戸,尺 土,当 麻,今 在 家,

勝根,市 場,野 口,池 田,岡 崎,大 谷,五位
堂,鎌 田,磯 野,築 山

7

山 口,平 岡,笛 吹,馬 場,梅 室,南 花 内,

山 田,林 堂,忍 海,脇 田,西 辻,董

関 屋,多 田,豊 田,名 柄,西 寺 田,東 名柄
,増,宮 戸,森 脇,楢 原

3

4

3

16

12

10

ともなっている.そ れはむしろ戸別割を前提 としての村別割であったというべきであろう.

しかしながら山割は以後,次 第に個人有化に向うものであるにしても,当 初はそれぞれの

入会山の規定にもうかがえるように実質において総有と異ならない大 きな制約が付随して

いた.
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山割の外に,入 会山を解体化させたものに村々の入会権の放棄,す なわち上り山がある.
お ばらやま

粟原川上流の粟原山(桜 井市)150町 にもともと入会権をもっていた14村 のうち,比 較的

入会山から遠 く離れていた十市郡大福 ・西之宮 ・新堂 ・桜井 ・上之宮 ・谷 ・河西 ・式上郡

川合の8村 は明暦か ら享保年間(1655--1735)に 相ついで入会権を放棄した8).経 済的効

果をめぐって山年貢の負担と入会山までの距離の間に保たれていたバランスに変化をきた

した時代的背景がうかがえる.

このような入会山解体の一般的傾向の中にあって高橋山(奈 良市 ・天理市)243町 のよ

うに村別割はしたものの総有的形態を近代にまで存続させた例がある.高 橋山は高瀬川の

上流に展開する上郷9村,下 郷11村(添 下郡横田 ・北柳生 ・櫟本 ・櫟枝 ・山辺郡新庄 ・田

部 ・別所 ・喜殿 ・上総 ・小田中 ・指柳)の 入会山9)で,前 時代の形態を受けついで大正10

年(1921)に 設立された 「添上郡櫟本町外三ケ町村高橋山共有組合」10》が昭和38年(1963)

に解散するまで古典的利用形態を残存させた.

本稿は最近,調 査した鉢石山(奈 良市)の 山割に関する史料を紹介するとともに入会山

をめ ぐる村々を連 らねる地域集団(山 郷)の 歴史的地理的意義を明らかにしようとするも

のである.

1.地 域 の 概 観

鉢石山32町 は能登川 ・岩井川の上流に拡がる添上郡南永井 ・北永井 ・出屋敷(清 水永

井)・ 神殿4村 共有の入会山であった.明 治初年における地租改正にともなって全国的に

入会山の所属地籍が決定された.「 御成規二依テ地所々属村取極メル可キ旨,堺 県庁 ヨリ

御達二付,八 ケ村示談ノ上,立 会ノ名義ヲ廃シ,辻 村ノ所属地 ト取極」11)めた巻向山の例

によっても明 らかなように地籍が山元(箱 本)村 に統一・された例 もあり,ま た村別割され

た村ごとに分割された例もある.鉢 石山の場合は後者に属 し,その地籍は明治22年(1889)

村 名

南永井村

北永井村

出屋敷村

神 殿 村

計

田

35.0920

35.2001

11.5515

47.1611

129.0117

第2表 鉢

面

畑 宅 地

2.0724,2.6227

2.6220

1206

1.9604

6.7824

2.7205

1.1213

2.1304

8.6019

石

積

池 沼

1.6417

2.4708

1.0710

2.9503

山 林

8.9400

8.8909

2.700s

11.4718}
_一 一一1

山 の 山 郷

(町)

雑種地

2.2315

2.5308

1.5312

2.7001

合 計

52.6213

54.4421

18.11Q4

68.3811

1㎜ 一 　}一}

8.140832.01059.0006'193.5619

戸 数

58

3

}

O

rO

つ
U

50

191

人 口

262

304

167

299

1032

(明治21年 く1888>奈 良県町村制施 行材料取調 書より)

のr町村 制 を 前 に して4村 に 区分 され て い た.そ のた め 鉢 石 山 は今 口で もな おそ れ ぞ れ4村

(大 字)の 地 籍 に属 し,飛 地 を形 成 して い る.川 ∫村 制 施 行 に と もな って 南 永井 ・北 永 井 ・

出屋 敷 ・1申殿 の 各 本村 は 他 に北 之 庄 村 を 合 せ て 明 治村 とい う行政 村 を 構 成 し,昭 和30年

(1955),奈 良 市 に 編 入 され る まで 存 続 した.い っぽ う,鉢 石 山 は 東 市 村12)の 領 域 に含 め

られ,本 村 と は行 政 村 を異 に した.こ の よ うに 本 村 と入 会 山 とが そ れ ぞ れ 別 個 の 行政 村 に

編 入 され た例 はか な り多 く,所 々 に地 域 に おけ る生 活 空 間 の 分 断 が 起 った が,両 者 の 関 係

が断 ち が た い場 合 に は明 治 行 政 村 に飛 地 をか か え る結 果 を 招 来 した13).
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中世 に お け る岩 井 川 ・能 登 川 の水 利 につ いて は 巾村 吉治14),宝 月 圭 吾15)の研 究 が あ る.

岩 井 川 ・能 登 川 に 引水 権 を有 した の は神 殿 庄 ・三 橋 庄 ・四 十 八 町 庄 ・越 田尻 庄 ・波 多 森 新

庄 ・京 南 庄 の6庄 で,用 水 の 統 制 は 興 福 寺 が 行 な った.引 水 期 間 は神 殿 ・四 十 八 町 ・波 多

森 新 ・京 南 の4庄 で は7昼 夜,三 橋 庄 で は5昼 夜,越 田尻 庄 で は4昼 夜 と お お よそ 定 ま っ

て い て,神 殿庄 ・三 橋庄 が 水 主庄 園 と して 他 庄 に優 越 した 先 取 特 権 を 保 持 して い た.6庄

の う ち今 日そ の 位 置 が 明 らか な の は神 殿 ・波 多森 新 ・三 橋 の3庄 の み で そ の 他 は 種 々,推

定 され て い るが 明 らか で な い16).波 多森 新 庄 は 長 井新 庄 と も呼 ば れ,今 日,出 屋敷 領 域 に

畑 森 の 小 字 名 を残 して い る こ とか ら して も,南 永 井 ・北 永 井 ・出屋 敷 の3村 で あ る こ とに

は 疑 問 の 余 地 が な い.今 日,能 登川 の河 水 を 古 市 の蛭 子 に あ る井 手 か ら引 水 し,3村 は互
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第2図 南永井,北 永井,出 屋敷,神 殿 の領域 と小字 名
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いに井手郷集団17)を形成している.3村 内部の分水は籠池(出 屋敷領)の 西南隅で分水石

によって行なわれていて,溝 幅の比率は南永井2,北 永井2,出 屋敷1と,そ れぞれ水田

面積に対応 している.神 殿庄は神殿なる村名を残 していることか らこれと結びつ く.神 殿

井手は永井井手のやや下流,同 じく古市の野神にあって単独に引水 している.能 登川沿い

の永井 ・神殿の両井手の位置は多少,移 動 しているとして も,ほ ぼ中世以来の引水路をそ

のまま受けついでいるように思われる.

中世後期,奈 良盆地は衆徒,国 民が相互に勢力拡張をはかり,「互二迫合,弱 キヲ旗下

二〆,彼方此方 ト挑 ミ合」18)う状勢であった.「和州十五郡衆徒神人郷士記』19)によれば,長

井吉村小兵衛,長 井伊豆守 ・長井西殿 ・長井胤順 ・長井但馬胤舜等の名が記載 されている.

長井氏ははじめ古市氏に属 していたが,古 市氏が永禄13年(元 亀元年)〈1570>に 滅亡して

か らは筒井氏の魔下に属 した.長 井氏はこの地に館を構えて割拠 し,神 殿をもその勢力下

に収めていたことが神殿庄の算田帳20)からもうかがえる.長 井氏の館趾は,南 永井 ・北永

井両領域にかけて残る城ノ前の小字の中にもとめられ,今 日も残 る三角形状の盛土の箇所

はかつての館の一部と考えられる.城 ノ前を中心に東ノ垣内 ・早ノ垣内 ・西ノ垣内 ・堂垣

内(以 上,南 永井領域)・古屋敷(北 永井領域)の 小字名が周囲に見 られ,さ らに的場 ・

ババ田の小字名が分布することによって,か つての豪族屋敷村の範囲が推定できる.こ の

ことは永井3村 の中で南永井村がもっとも古 く,本 郷であることを示し,北 永井 ・出屋敷

両村とも南永井村の枝郷であるとするr大 和史料』の記載とも一致する.

2.鉢 石山の山割定目

鉢石山の起源については前述 した岩井川 ・能登川の水利をめ ぐる6庄 のうちの波多森新

庄をめぐる関係か,ま たは長井氏の勢力圏としての南永井 ・北永井 ・出屋敷 ・3村 の関係

にもとめられるように思われる.し か しながらその成立由来を物語る史料は欠如 し,鉢 石

山の起源を明らかにすることはできない.た だ鉢石山周辺に京終 ・紀寺 ・肘塚 ・高畑 ・古

市 ・横井 ・東九条 ・西九条 ・八条 ・杏等付近各村の入会山あるいは村山が同じように飛地

状に分布 していることをどのように考えればよいであろうか.い ずれにして も近世以前に

さかのぼってその起源をもとめなければならぬ点では鉢石山も同様であり,一 連の歴史的

地域を背景としての形成 とみるべきであろう.

波多森新庄を継承 した永井村は近世初頭にはまだ村切れされていなか った.寛 永期のも

のと思われる高附帳21)によれば永井村としてまだ一本化されている.承 応元年(1652)に

なって永井村 と出屋敷村に両分されていることがわかるが22),出 屋敷村が現在の大字出屋

敷を指すのか,大 字北永井を指すのか明らかでない.し か し,今 日の大字南永井と大字北

永井の水田 ・畑面積等がほぼ等 しいことは村切れに際して領域を均分 したことを物語って

いる.し たがってこの出屋敷村は今 日の大字出屋敷にあたり,こ の段階では永井村の中に

はまだ南永井 ・北永井の両村を含んでいたと考えるのが至当であろう.延 宝4年(1676)

には南永井 ・北永井両村はすでに村切れされ,出 屋敷村を含めて3村 ともそれぞれ受検単

位村となっていた23).

鉢石山が史料の上に初めてあらわれるのは延宝6年(1678)で ある.こ の時には鉢石山は

まだ山割されず,南永井・北永井・出屋敷3村 によって総有される入会山であった.神殿・紀寺

・京終・肘塚等の各村山と境界を接 し,入 組んでいたため永井山の範囲を明 らかにしなけれ

ばならなかった.こ の時代にはいわゆる鉢石山の中にはまだ神殿山は含まれていなかった.

字鉢石山
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北永井 ・神殿 の3村 は

残 りの0.884を3等 分し
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の村別割(大 分ケ)は 翌,元 文6年(寛 保元年)〈1741>に 行なわれた.延 宝4年(1676)

以前の永井3村 の村切れによって各村の独立性が強 くなり,村 別割に進行するにいたった

と考えられる.

四ケ村立会山訳(分)申 固之事

… 四ケ村立会鉢石由之儀 ,先 春6・四ケ村立会二而壱歩壱厘六毛ハ出屋敷村,残 リハ南永

井村北永井村神殿村'冷ン割之r//1会二而持来 リ候得共,此 度四ケ村相談仕,壱 村切二訳ケ

申積 リニ御座候得共,惣 山二而出屋敷村壱歩壱厘六毛之割方難成候二付,惣 山之直段 ヲ

積 リ,四 ツニ割置閲二仕,壱 ツ分出屋敷村江遺シ申,壱 歩壱厘六毛之割方を引残 リ候得

ハ ,壱歩三厘四毛有之候得ハ,四 ツ壱分之山を遺,其 半分を取返 し候得ハ,九 毛之過二而

御座候,此 九毛をハ置礼之銀高二而九毛之銀三ケ村へ出シ候得ハ,尤 備所二而損徳可有

之候得共,置 閲二仕候得ハ,少 茂損徳無之候得ハ,此 通二無異儀山訳ケ可仕約束之事,
0出 屋敷村6九 毛之差引銀ハ永井弐ケ村神殿村三ツ割も判取可申事 ,且 又出屋敷村無閲

之訳候壱歩弐厘五毛惣山へ打込,三 ケ村庄屋年寄組頭 寸ノニ会及買徳不ろく無之様園取二仕,

三ッ割二割取可申約束二御座候,尤f_1/毛二上下御座候得ノ・,此義ハ銀二積 リ銀訳二仕候

約束之事,

右之通,1!1訳 仕候契約二御座候,若 シ山へ参候節,不 参仕跡二而何角と申者有之候歎,

Xハ 山二而も損徳無之事を我儘申茜有之候者,其 村ヘハlll訳割遺申間敷候,其 時縦少 く

理(利)潤 御座候1分 相▽/申聞敷,固 之事惣而山へ参 リ7五二相淡つく二可仕候,為 後日

四ケ村惣連判伍而如件,

元文六楢 年二月

北永井村 ・南永井村 ・西永井村 ・出屋敷村 ・神殿村各庄屋 ・年寄 ・組頭

連判(名 省略)

(南永井区有文書)

村別割の方法は全体を4分 の1に 分割して,そ の1つ すなわち0.25の 割・合を南永井 ・北

永井 ・神殿の3村 に与え,場 所は くじによって決定するものであった.た だ出屋敷村につ

いては0.116の 割合を全体の中か らとることは困難であったか ら0.25の 半分である0.125

が与えられた.そ れで も0.116と の間に0.009の 超過があり,こ の分については3村 に対

し銀納することが決められた.ま た剰余の0.125に ついては3村 が平等に分割することに

なり,こ れによって4村 の割合は3村 ともそれぞれ0.292強,出 屋敷村のみは0.125と な

り,総 有段階における割合が保持されることになつた.こ のような割合が何を基準として

決め られたかを明らかにする史料は存在 しないが,村 高割によるものと考えられる.い ず

れに してもこの史料は総有形態より山割の策一一段階である村別割に移行する過程を示 して

いる.な お西永井村は南永井村の枝郷で,村 としての独 寸ノ牲 は強かったものの最後まで受

検単位村となるにいたらなかった.

寛保3年(1743)に は4村 間に具体的なlLl割定書が契約されている.概 してこの種の山

割に関する史料は奈良盆地には今 日,あ まり多く残 っていない.

覚
一 此度相談相極 リ鉢石山四ケ村江領分ケ仕,壱 村持二山分ケ仕候処,左 二書付申候事,
一 字内加とろ

0同 外かとろ

〆右立会相改候境 目定杭之通

右者出屋舗(敷)村 持山也
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0字 外加とろ

一・ はつこゑ

0前 石

一 瓦尾鹿野園山境迄

一 吹廻シ

ー 東金坊次山境大石江之道筋6東 之方

〆右立会相改候境目定杭之通

右者北永井村持山也

一 字吹廻シ

0東 金坊

0首 ケ谷

一 大石ケはら鹿野園山境迄

〆右立会相改候境目定杭之通

右者南永井村持山也
一・ 字桧谷記(紀)寺 山境迄

一 桜ケ谷

一 大石北は ら

右岩井川山ノ神鹿野園山境迄

〆右立会相改候境目定杭之通

右者神殿村持山也

右之通四ケ村江山分ケ仕,熟 談相済申候処実正 也,依 之 自今山堅メ仕置,左 二書付申候

事,

一 鉢石山之儀者前 く6立 会山二而在之候二付 ,致 度立木井下苅仕売払候義茂度Z在 之候

得共,右 山二柴木其外諸算用等,四 ケ村小 百姓迄無高下判渡シ諸算用二付,毛 頭申分無

之候事,
一 出屋舗(敷)村 山之内二而壱反歩四ケ村柴置場仕候事,

尤山廻 り藤助家下之外

一 柴木等狼二盗取候を見付次第二其者6為 過怠米壱斗取之,見 付候者江褒美二相渡シ申

候,尤 見付候て茂見のか し二仕候輩在之候ハ ・,縦 へ後 日其事相知候共,見 付候者6米

壱斗過怠として これを出させ,村 方江取可申候事,

山之口明之事

0正 月廿一 日6同 廿五 日迄

一 二月十六 日6同 廿六日迄

一 八十八夜五 日過候て6十 日之間

一・ 十二月朔 日6同 十一日迄

右 日限之外者留山二而御座候,

一 他所之山仕江立山二而売候ハ ・,其 訳ケを山之口明候之瑚二四ケ村江相断可申候事,

尤山仕共山入之日6五 十 日切二根倒可仕事,
一 山入仕候者ニハ ,下 ケ札為致可申候,若 下ケ札無之候者山江来候ハ ・,吟 味之上,右

過怠取之可申候,右 相極候山入之外,狼 二出入仕,縦 銘Z之 持山を苅候共,米 壱斗宛過

怠取之見付候者江相渡シ可申候,

一一 砂留之儀 ,壱 村持山之義に候へ者,此 以後壱村切二請出シ,村 切二竹留可仕事,
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一 於山内倒者在之候ハ ・,其 外他村之山境等二付出入以来仕候力,又 ハ四ケ村内二而茂

山境紛敷成出入等二相成候共,四 ケ村庄屋年寄組頭立会相談之上,随 分和談仕下二而相

済シ可申候,縦 銘 く之村山二而無之候共,退 キ喜不申ともとも情(精)出 シ増明可申候事,
-0毎 年正月十日,村 く6庄 屋年寄組頭山之境目改二参申可申候,尤 十 日雨天二候ハ ・,

十一・日二参可申候事,

右之通相談相極lll分ケ仕候上ハ,此 以後lh之儀二付山郷四ケ村申合候,相 談二而相堅メ

候儀を壱村として破我儘仕候村方茂在之候ハ ・,右 分ケ渡之置候山を取Lケ 申約束之事,

尤其節一言之義を不中,其 村之山を山郷四ケ村江相渡可申約束実IE也,万 一一相背我儘申

候ハ ・,御 公儀江申上御仕置奉願上候事,

右之通四ケ村度Z寄 会至極熟談之上,lh訳 ケ相済後 く山之仕置等,右 二書付之通相堅メ

可申候,然 ル上者四ケ村惣百姓山持壱人茂不残急度相守可申候,万 一相背候而右和談之堅

メを破申者在之候ハ ・,其者之分ケロ之山を取 ヒ,四ケ村江つき出し申約束堅メ実正之事,

一 右村之山持百姓江小分ケ之儀,村 方相談次第二仕,隣 郷並を申間敷事,

一一 砂留場所之儀,神 殿村lllハ奥山二而砂留二仕候芝無之候二付,南 永井村山東金坊之内,

北はし二而壱反歩神殿村6替 地を取,此 場所弐ケ村芝打場所二而御座候,尤 芝打場相極

置候外二而狼二芝打申間敷候,且 又神殿村山之内興福寺寄進木五本在之候,何 時二て茂

差図次第二切可申候,尤 かれ木在之候共,山 郷江一言申問舗候 事,

右之条之通,四 ケ村急度相守[∫申候,為 後 日之取替惣連判VJ而 如件,

寛保三年亥三月

南永井村 ・南永井之内西永井村 ・北永井村 ・出屋敷村 ・神殿村各庄屋 ・年

寄,組 頭連判(各 省略)

(南永井区有文書)

先ず村別割(大 分ケ)さ れた4村 それぞれの村山の四至が示され,そ の領域が明 らかに

されている.さ らに毎年正月10日 には4村 の庄屋等が山の境目改めをすることが決め られ

ている.こ の慣行はかなり普遍的で境界線に炭を埋めたところもあった24).そ れぞれの村

山は山割された後といえども村 自体が自由に裁量することを許されず,も し違約する村が

ある時には制裁として山郷に返還すべきことを決めている.山 割の当初においては入会山

そのものの性格には変化がなく,山 郷全体が管理すべきものであるという考え方が根底に

あることがわかる.戒 能通孝25)が指摘するように,数 か村を統一 してはじめてそれが一個

の生活共同体をな していた時代にあっては入会山のブロック単位 自体にその存在意義なり

存在価値を認めなければな らなかった.

村別割(大 分ケ)さ れた村山は内部的に戸別割(小 分ケ)さ れることになる.も ともと

山割は戸別割を前提とするものであったか ら村別割と戸別割とは当然,同 時に行なわれる

ものであった.鉢 石山の場合,「村方相談次第二仕,隣 郷並を申間敷事」とし,そ の方法

をそれぞれの村に任せている.戸 別割の方法としては高割か家割(棟 割)か,年 期割か永

代割かといったことが問題になるが,こ こにおいてはそれは明らかでない.し かし断片的

な史料から推定すると本百姓のみを対象とする高割であったように思われる.戸 別割され

た持山はやがて時代とともに私有化の傾向をたどることになるが,山 割の当初はいわゆる

割山で 「売買仕候共,地 下6外,他 所江一円売申問敷候事」26)等と部落有的性格が強 く,

自由な土地所有でないことを示す場合が多い.

村民が入山できたのは山の口明期間に限 られていた.山 の口明期間は正月の5日 間,2

月の11日間,八 十八夜過ぎの10日 間,12月 の11日間,農 閑期を中心に年間37日 間に限 られ
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12.忠 次 郎 梅 木 ノ谷

13.イ 丑 平 ハ ン ノ木 原

14.伊 三 郎 ハ ン ノ木 原

15.孫 七 大 石 ケ原

16.嘉 次 郎 ハ ン ノ木 原

17.利 三 郎 ハ ン ノ木 原

18.庄 作 吹 廻 シ

19.新 ノ父 釜 翌≧

20.忠 八 釜 堂

21.嘉 七郎 地 蔵浦

22.重 次郎 地蔵浦

23.新 平 地 蔵浦

24.又 平 吹廻 シ

25.甚 三郎 吹廻 シ

26.嘉 七郎 地 蔵浦

27.又 五郎 地 蔵浦

28.又 平 地蔵浦

29.忠 七 吹廻 シ

て い た.入lilに 際 して は 所 持 で き る道 具 に 制 限 が あ る場 合 が 多 い が,こ こに は そ の 規 定 が

み られ な い.鉢 石 山 で は 入lhに は 下 ケ 札 の 携 行 を 必 要 と し,違 反 す る もの には 制 裁 が 加 え

られ る こ とが 規 定 され て い る.山 の 口明 期 間 外 は た とえ 自分 の 持 山 で あ って も枝 木 の伐 採

が 禁 ぜ られ て い た こ とに 依 然 と して 実 質 的 に は 入 会 山 の 性 格 を 秘 め て い た.盗 人 に は 手 を

や い た らし く,見 付 次 第 に そ の 者 を制 裁 す る こ とを 決 め て い る.

樹 木 の濫 伐 は洪 水 の 害 を ま ね くた め 山 林保 護 の触 が た び た び 出 され て い る.土 砂 奉 行 が

設 置 され た の も林 野 が 保 護 され て い るか ど うか を 監 視 す るた め で あ った.「 山 くの木 根 を

ほ り候 故,川 下江 砂 を押 出 し川 床 浅 くな り,大 水 の 時ハ 堤 切候 問,苗 木 を 植 立 して 砂 出 さ

る様 に」27)と 規 定 され る等,砂 留 の 重 要性 が説 か れ て い る.鉢 石 由 の 場合,山 割 に よ って

一 村 単 位 の 村 山 に な った こと に よ って
,村 ご とに 砂 留 を 設 け る こ とが規 定 され て い る.奈

良盆 地 周 縁 で は 入 会 由 あ る い は村ICIは そ こに 源 を 発 す る河川 に 依 存 す る村 々 と密 接 に結 び

つ き,用 水 源 確保 ・水 害 防 止の た め の 水 源滴 養 林 と して の性 格 を もつ もの も多 い と考 え ら

れ る28).

3.山 割 後 の 問 題

山割の後も戸別割された持山を勝手に処分することができなかったことは前述 したが,
の

やむを得ない場合には村としてこれを届け1

乍恐以書付儀御届ケ奉申」二候

添1郡

南永井村
一 鉢石山之内

字地蔵之原

1る こと が 義 務 づ け られ て い た.
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字東金坊

字大石が原

〆三ケ所

右者当村近年困窮二付,此 度鉢伏村弥兵衛方江代銀四百三拾 目二売渡 し約速(束)仕 候二

付,右 之段御届ケ奉申 ヒ候,何 卒御聞届ケ被成下候様御願奉申一ヒ候,

以 ヒ

文政元年寅十二月ti●二 日

南永井村庄屋 ・年寄 ・11f姓惣代連判(名 省略)

占ll∫

⊥砂御奉行様

(南永井区有文書)

文政元年(1818)は 奈良盆地一・帯は早魑に見舞われ,岳 登り等を行なって雨乞を祈願す

るほどであった29).し たがって経済的に困窮する村が多く,南 永井村で鉢石山の三ケ所を

鉢伏村に売却 したのもそのためであろうと考えられる.他 にもこのような例はあったと考

えられるか ら,山 割当初と明治初年との間には入会山の面積や地籍所属等に多少の変動が

あったことは認めなければならない.

盗伐に関しては前述のlll割定目にも取 りしまりが規定されているが,そ の後も跡を絶た

ず近隣の村々は互いに協力 してこれを防こうとしていたことが知 られる.

為取替約定之事
一 当村之由林取持致居/i突処 ,近 来械多始メ其外之 占共多人数入込相荒候二付,此 度六ケ

村役人中相淡候処,右 躰相荒シ候而者村 く難渋仕候二付,以 後山盗人とらへ候村方者早

速御願出可被成候,右 訴訟入用万事六ケ村江割掛ケ可申候,依 而右約定書如件,

天保七丙巾歳八月晦 日

紀寺村 ・神殿村 ・北永井村 ・南永井村 ・横井村 ・出屋敷村庄屋連判

(名省略)

(南永井区有文書)

当時の農民にとって必要不 呵欠であった山林原野を所有 していなかった村々では山付農

村や入会lhを所有する村々と異なり,燃 料や肥料に不自由を来 していたことが想像され,

したがって盗伐 もまたくりかえされたことがわかる.

村別割によって明らかにされた村山の領域 もともすると不明確になり勝ちであった.そ

のため山の境目改めが定期的に実施されたが,そ れでもなお境界争いがしば しば起ったこ

とは入会山に関する他の史料の中にも散見 している.鉢 石lllをめぐって天保10年(1839)

には直接境を接する神殿 ・南永井両村の間に山論が起 っている.

鉢石山境目書取替 也
一此度字鉢石山大石ケ原6下 ,神 殿村南永井村境目紛致候儀二付,右 当村役人井出屋敷村

庄屋吉兵衛立会相改境目致置候通 リ,大 石ケ原6下,九 ツの所境 目石ふき,夫6下 水流

の谷切右之通 リニ境目相定候処実正也,然 ル1--fI1後く二至迄,改 石谷水流通 リ6双 方共

違背申間敷候,依 之連判書f乃如件,

天保十年亥四月

添上郡神殿村 ・同郡南永井村lll持惣代 ・年寄 ・/主屋,同 郡出屋敷村

庄屋連判(名 省略)

(南永井区有文書)
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結 語

以上,近 世初頭にはすでに形成されていた入会山が近世の山割以後,次 第に変質し,解

体 しなが ら近代にいたる過程を奈良盆地東北縁の鉢石山に例をとって考察した.入 会山と

しての鉢石山の起源については明らかでないが,中 世における一連の歴史的地域を背景と

して形成 されたとみるべきで,入 会林野のブロックそのものは近世を通 じてなお継承され

た.鉢 石山は原初的には総有形態をとる入会山であったが,元 文6年(1741)に なって南

永井 ・北永井 ・出屋敷 ・神殿4村 にlil割された.山 割は先ず村別割(大 分ケ)さ れ,さ ら

に内部的に戸別割 されることになるが,村 別割はもともと戸別割を前提 とするものであっ

た.い っぽ う永井3村 は延宝4年(1676)に はすでに村切れされ,以 後各村は次第に自立

・独立 し,や がて村別割に進行するにいたったと考えられる.鉢 石山をめぐって4村 の間

に取替わされた由割定 目によれば,山 割当初においては実質的には入会lllと異ならない大

きい制約が付随していた.村 別割は地租改正を経て,明 治22年(1889)の 町村制以後の地

籍の上に残存 し,そ の後も整理されることなく,現 在にいたるまでそれぞれの大字の飛地

となっている.い っぽう戸別割は時代とともに次第に個人有化に向うものであるが,こ の

点については本稿では触れることができなかった.稿 を改めて他 日を期 したい.

・
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1の 型を村山 と してと りあげた.ま た原田敏丸 は山割を主 と して前記 した第1の 型,即 ち一般
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23.延 宝4年(1676)添 上郡南 永井村 の免状には630石6斗2合 とな っている.元 禄15年(1702)

の大和国郷帳(大 和志料上巻)に は南永井村630石6斗2合,北 永井村620石2斗2升7合,出

屋敷村223石2斗1升3合 とあ り,い ずれ も幕府直領 であった.

24.『平城村史』1971,PP.369～370.

25.戒 能通孝:『 入会の研究』1943,PP.400～404.

26.『 石川村万覚之帳』天和2年(1682)(『 大和郡山市史』 よ り)

27.『 山林保護触出 し覚』石川村,年 代不詳(『 大和郡山市 史史料集』 より)

28.喜 多村俊夫 は用水入会で同 じ河系に沿 う多数の村 々が,用 水源 の確保のために共同管理の 目的

か らその上流地域に入 会山を所有す る例のあることを指摘 して いる.(「 歴史地理』新地理学講

座第7巻,第5編 第16章 第59節)

29.t.f!滋 一:『奈良県気象災害 史』1956,PP.255～256・

本稿は人文地刑学会第45「醗護史地理部会に 「近世 におけ る入 会山と平地農村」と題 して発表 した

ものの…部を訂 正加除 した ものである.

Summary

TheoriginofHachiishi-yama,acommonforestamongfourfarmingcommunes

whichislocatedonthenorth-easterncorneroftheNarabasin,hasnotbeen

yetclarified.Itissaid,however,itssystemasacommonforest,hadbeen

formedalreadyinthemiddleageswithacertainhistoricalterritorycorresponding

totheareasofthosecommunes.Originally,Hachiishi-yamahadnotbeendivided

amongeithercommunesorfarms,butitwasconsiderablelongtimeso-called
"jointproprerty" .In1741,itwasdividedamongfourcommunes-Minaminagai,

Kitanagai,DeyasllikiandKodono,andthenrespectivepartswereallottedto

farmsinthecommune.AfterNagaimurahadbeenseperatedintothreesmaller

communes-Minaminagai,KitanagaiandDeyashiki,theyhadtheirownshares

intheformer``jointlyheldforests".Accordingtotheagreementdonelaterby

relatedfourcommunes,however,thenewsystemwasnotsodifferentfromthe

formeronei.e."jointproperty",becauseitwasnotputtoafreeusebyeach

communeorfarm.Thedivisionoftheforestsinfluencedonthe"Landregister"

after1888whennewtownandvillagesystemwascarriedout.Sincethattime,

theallotmentofeachcommunehasbecomeitsexclaveontheonehand,and

theallotmentofeachfarmhadgraduallyturnedintoindividualpropertyonthe

other.


